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奈
良
県
農
業
会
議
臨
時
総
会
を
開
催

　

「
奈
良
県
農
業
会
議
組
織
変
更
計
画
」
が
承
認
さ
れ
る位

置
づ
け
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ

た
こ
と
や
、
農
業
会
議
の
組
織

変
更
内
容
の
説
明
、
目
指
す

「
非
営
利
型
一
般
社
団
法
人
」

に
つ
い
て
、
組
織
変
更
計
画
承

認
後
の
手
続
き
に
関
す
る
説
明

を
事
務
局
よ
り
行
い
、
組
織
変

更
計
画
の
ほ
か
、
新
た
な
組
織

体
制
の
確
立
に
向
け
必
要
と
な

る
3
議
案
を
諮
り
、
会
議
員
か

ら
承
認
を
得
ま
し
た
。

  

承
認
さ
れ
た
議
案
は
次
の
と

お
り
で
す
。

第
1
号
議
案

奈
良
県
農
業
会
議
「
組
織
変
更

計
画
」
の
承
認
に
関
す
る
件

第
2
号
議
案

組
織
変
更
計
画
に
基
づ
く
理
事

及
び
監
事
の
報
酬
等
の
額
に
関

す
る
件

第
3
号
議
案

奈
良
県
農
業
会
議
会
則
の
一
部

変
更
に
関
す
る
件

　

県
農
業
会
議
（
増
井
勲
会

長
）
は
、
平
成
27
年
12
月
2

日
、
奈
良
市
大
森
町
「
農
協
会

館
」
に
お
い
て
臨
時
総
会
を
開

催
し
ま
し
た
。

　

農
業
会
議
会
議
員
を
は
じ
め

県
関
係
者
な
ど
約
60
名
が
出

席
。
冒
頭
増
井
会
長
は
、
「
改

正
農
業
委
員
会
法
の
成
立
を
受

け
、
農
業
会
議
も
来
年
4
月
1

日
の
一
般
社
団
化
に
向
け
た
組

織
体
制
の
整
備
を
行
い
ま
す
。

体
制
の
変
更
後
も
、
農
業
会

議
は
農
業
委
員
会
の
サ
ポ
ー
ト

組
織
と
し
て
活
動
を
し
て
い
き

ま
す
。
ご
理
解
･
ご
協
力
を
願

い
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し

た
。

　

総
会
で
は
、
こ
れ
ま
で
農
業

委
員
会
系
統
組
織
と
し
て
都
道

府
県
段
階
、
全
国
段
階
で
活
動

し
て
き
た
都
道
府
県
農
業
会

議
、
全
国
農
業
会
議
所
に
つ
い

て
、
農
業
委
員
会
の
支
援
組

織
と
し
て
の
機
能
を
強
化
す
る

た
め
、
新
た
に
「
農
業
委
員
会

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
機
構
」
と
し
て
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た
、
第
３
回
は
「
私
の
実
践
す

る
農
業
経
営
と
目
指
す
方
向
」

と
題
し
て
、
県
下
の
若
手
農

業
者
と
し
て
頑
張
る
、
健
一
自

然
農
園
の
代
表
で
あ
る
伊
川
健

一
氏
に
講
演
頂
き
ま
し
た
。
さ

ら
に
、
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
サ
イ
ト

（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
販
売
）
の

出
店
と
自
社
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

活
用
に
向
け
た
Ｉ
Ｔ
研
修
会
も

開
催
し
ま
し
た
。

  

各
講
座
に
は
、
地
域
農
業
者

や
農
業
法
人
な
ど
で
働
く
雇
用

者
、
農
業
研
修
生
約
20
名
が
参

加
し
、
講
師
の
話
を
熱
心
に
聞

き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

く
、
担
い
手
へ
の
農
地
の
集

積
・
集
約
化
、
耕
作
放
棄
地
の

発
生
防
止
・
解
消
、
新
規
就
農

者
の
確
保
に
全
力
を
傾
注
し
、

あ
る
べ
き
農
業
･
農
村
の
実
現

に
向
け
、
県
下
農
業
委
員
会
系

統
組
織
の
関
係
者
一
同
の
意
思

統
一
を
図
る
こ
と
が
目
的
で
し

た
。

　

開
会
に
先
立
ち
増
井
会
長
は

「
改
正
農
業
委
員
会
法
が
成
立

し
、
平
成
28
年
4
月
1
日
に
施

行
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。
農
業
委
員
会
制
度
発
足
以

来
の
抜
本
的
な
改
革
で
あ
り
、

業
務
内
容
の
重
点
や
農
業
委
員

の
選
出
方
法
の
変
更
、
新
た
に

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
を

設
置
す
る
こ
と
。
農
業
会
議
・

全
国
農
業
会
議
所
を
農
業
委
員

会
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
機
構
と
す

る
こ
と
に
つ
い
て
見
直
し
が
行

わ
れ
、
対
応
が
求
め
ら
れ
る
こ

と
と
な
り
ま
す
。
今
後
、
な
ら

担
い
手
･
農
地
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
を
は
じ
め
、
関
係
団
体
・

関
係
機
関
と
連
携
し
活
動
の
展

開
を
図
ら
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
」

と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　

中
出
副
会
長
が
議
長
を
つ
と

め
議
事
が
進
め
ら
れ
、
第
1
号

議
案
「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
の
大
筋
合

意
で
国
内
農
業
対
策
の
強
化
を

求
め
る
要
請
決
議
」
を
壷
井
常

任
会
議
員
か
ら
。
第
2
号
議
案

「
改
正
農
業
委
員
会
法
の
成
立

を
受
け
た
組
織
対
応
に
関
す
る

申
し
合
わ
せ
決
議
」
を
大
西
副

会
長
か
ら
。
第
3
号
議
案
「
農

業
者
年
金
の
新
規
加
入
者
確
保

に
関
す
る
申
し
合
わ
せ
決
議
」

を
井
岡
常
任
会
議
員
か
ら
。

第
４
号
議
案
「
『
情
報
提
供
活

動
』
の
強
化
に
関
す
る
申
し
合

わ
せ
決
議
」
を
上
田
常
任
会
議

員
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
提
案
さ
れ

　

簿
記
記
帳
実
務
や
パ
ソ
コ
ン

簿
記
の
基
礎
、
若
手
農
業
者
の

農
業
経
営
実
践
事
例
や
Ｉ
Ｔ
活

用
方
法
な
ど
を
学
習
し
、
経
営

能
力
の
向
上
と
新
し
い
農
業
経

営
へ
の
意
識
を
持
っ
て
も
ら
お

う
と
、
「
平
成
27
年
度
農
業
経

営
研
修
会
」
を
、
奈
良
県
農
業

会
議
の
主
催
で
、
12
月
8
日
と

10
日
、
17
日
の
計
3
回
の
連
続

講
座
と
し
て
開
催
し
ま
し
た
。

　

第
1
回
と
第
2
回
は
、
「
簿

記
記
帳
の
実
務
」
と
「
パ
ソ
コ

ン
農
業
簿
記
の
基
礎
か
ら
申
告

書
の
作
成
」
の
内
容
で
簿
記
研

修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
ま

　

県
農
業
会
議
（
増
井
勲
会

長
・
写
真
）
は
、
平
成
27
年
10

月
29
日
、
斑
鳩
町
の
「
い
か
る

が
ホ
ー
ル
」
に
お
い
て
、
奈
良

県
な
ら
び
に
近
畿
農
政
局
、
県

議
会
か
ら
の
来
賓
を
は
じ
め
農

業
委
員
等
関
係
者
約
6
0
0
名

の
出
席
を
得
て
、
「
第
59
回
奈

良
県
農
業
委
員
大
会
」
を
開
催

し
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
は
、
農
業
・
農
村

の
現
場
の
声
を
農
政
に
反
映
す

る
と
と
も
に
、
関
係
団
体
並
び

に
関
係
機
関
と
の
連
携
に
基
づ

奈
良
県
農
業
会
議

「
第
59
回
奈
良
県
農
業
委
員
大
会
」を
盛
大
に
開
催

平
成
27
年
度

「
農
業
経
営
研
修
会
」
を
開
催

ま
し
た
。
全
て
の
決
議
を
満
場

一
致
で
決
議
し
た
ほ
か
、
杉
本

常
任
会
議
員
か
ら
大
会
宣
言
の

説
明
が
さ
れ
採
択
さ
れ
ま
し

た
。

　

決
議
終
了
後
に
は
、
入
澤
肇

氏
を
講
師
に
む
か
え
「
法
改
正

に
伴
う
農
業
委
員
会
活
動
の
あ

り
方
に
つ
い
て
」
と
題
し
た
記

念
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

入
澤
氏
は
、
農
林
水
産
省
構

造
改
善
局
長
、
林
野
庁
長
官
等

を
歴
任
さ
れ
、
平
成
9
年
に
農

林
水
産
省
を
退
官
さ
れ
ま
し

た
。
翌
年
の
平
成
10
年
か
ら
16

年
ま
で
参
議
院
議
員
、
帝
京
大

学
法
学
部
長
を
経
て
現
在
は
、

す
か
い
ら
ー
く
フ
ー
ド
サ
イ
エ

ン
ス
研
究
所
理
事
長
に
就
任
さ

れ
て
い
ま
す
。
今
回
の
記
念
講

演
で
は
「
農
業
委
員
会
は
、
次

の
プ
ロ
の
担
い
手
を
作
っ
て
い

く
ん
だ
と
い
う
大
き
な
役
割
・

使
命
を
持
っ
た
組
織
で
す
。
農

地
制
度
を
守
る
と
い
う
こ
と
は

と
て
も
重
い
こ
と
で
あ
り
、
農

業
委
員
は
そ
れ
だ
け
重
要
な
役

割
を
果
た
し
て
い
る
わ
け
で

す
。
皆
さ
ん
の
今
後
益
々
の
ご

活
躍
を
期
待
し
ま
す
」
と
話
さ

れ
ま
し
た
。
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平
成
27
年
度
の
第
2
回
「
日

本
農
業
技
術
検
定
」
が
、
12
月

12
日
（
土
）
に
橿
原
市
小
房
町

「
か
し
は
ら
万
葉
ホ
ー
ル
」
で
実

施
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
県
農
業
大
学
校
と

合
同
で
実
施
し
ま
し
た
。
22
人

か
ら
申
し
込
み
が
あ
り
ま
し
た
。

1
級
は
2
人
、
2
級
は
3
人
、

　

平
成
27
年
12
月
3
日
（
木
）

東
京
都
千
代
田
区
の
「
日
比
谷

公
会
堂
」
に
お
い
て
、
平
成
27

年
度
全
国
農
業
委
員
会
会
長
代

表
者
集
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

全
国
農
業
会
議
所
の
主
催
に
よ

り
、
全
国
の
市
町
村
農
業
委
員

会
会
長
な
ら
び
に
都
道
府
県
農

業
会
議
役
職
員
等
約
1
千
五
百

人
が
集
い
、
本
県
か
ら
も
22
市

町
村
か
ら
農
業
委
員
会
長
ほ
か

48
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

冒
頭
、
全
国
農
業
会
議
所
の

二
田
孝
治
会
長
は
、「
農
業
･

農
村
の
発
展
に
向
け
た
目
に
見

え
る
実
績
の
確
保
を
図
る
こ
と

が
大
変
重
要
で
あ
り
、
全
力
で

取
り
組
む
必
要
が
あ
る
」
と
挨

拶
し
ま
し
た
。

　

開
催
内
容
は
、
第
1
部
で
来

3
級
は
17
人
の
内
訳
で
す
。

　

こ
の
検
定
は
、
日
本
農
業
技

術
検
定
協
会
（
事
務
局
：
全
国

農
業
会
議
所
）
に
よ
り
実
施
さ

れ
て
い
る
も
の
で
、
1
級
は
、

農
業
の
高
度
な
知
識
･
技
術
を

習
得
し
て
い
る
実
践
レ
ベ
ル
で

60
問
。
2
級
は
、
農
作
物
の
栽

培
管
理
等
が
可
能
な
基
本
レ
ベ

年
4
月
か
ら
の
新
し
い
農
業
委

員
会
制
度
の
ス
タ
ー
ト
を
踏
ま

え
、
農
業
界
内
外
か
ら
期
待
が

寄
せ
ら
れ
る
「
農
地
利
用
集
積

の
推
進
」
と
「
農
業
委
員
会
活

動
の
強
化
」
を
テ
ー
マ
に
パ
ネ

ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

全
国
農
業
会
議
所
の
柚
木
事

務
局
長
の
進
行
の
も
と
、
高
知

大
学
の
緒
方
賢
一
教
授
を
助
言

者
に
、
三
市
農
業
委
員
会
長
が

パ
ネ
リ
ス
ト
と
な
り
進
め
ら
れ

ま
し
た
。
地
域
に
よ
り
そ
れ
ぞ

れ
の
農
業
の
実
態
は
異
な
る
が
、

共
通
の
課
題
を
持
ち
つ
つ
そ
の

解
決
に
向
け
て
、
地
域
性
を
活

か
し
た
独
自
の
活
動
を
展
開
し

て
い
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
会
場

を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

ル
で
50
問
。
3
級
は
、
農
作
業

の
意
味
が
理
解
で
き
る
入
門
レ

ベ
ル
で
50
問
の
マ
ー
ク
シ
ー
ト

方
式
に
よ
る
学
科
試
験
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

毎
年
2
回
実
施
さ
れ
て
お
り
、

7
月
18
日
に
実
施
さ
れ
た
1
回

目
に
は
、
3
級
は
12
人
が
受
検

し
、
8
人
が
合
格
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
こ
の
集
会
で
は
「
農

地
利
用
の
最
適
化
に
向
け
た
取

り
組
み
強
化
に
関
す
る
申
し
合

わ
せ
決
議
」「『
情
報
提
供
活
動
』

の
一
層
の
強
化
に
関
す
る
申
し

合
わ
せ
決
議
」
の
2
つ
の
申
し

合
わ
せ
決
議
と
、「
農
業
･
農

村
の
再
構
築
に
向
け
た
基
本
農

政
の
確
立
と
施
策
推
進
に
関
す

る
要
請
決
議
」「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
の

大
筋
合
意
を
踏
ま
え
た
要
請
決

議
」
の
2
つ
の
要
請
決
議
が
採

択
さ
れ
ま
し
た
。

　

集
会
終
了
後
に
は
、
こ
の
集

会
に
参
加
し
た
県
下
市
町
村
農

業
委
員
会
会
長
を
中
心
に
、
県

選
出
国
会
議
員
の
代
議
士
へ
要

請
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

農
業
者
が
将
来
展
望
の
も
て
る

も
の
と
す
る
と
と
も
に
、食
の
安

全
・
安
心
を
確
立
す
る
た
め
の

国
内
対
策
が
急
務
で
あ
り
、下

記
事
項
が
実
現
さ
れ
る
よ
う
強

く
要
請
す
る
。記

1
．国
会
決
議
に
あ
る「
重
要
5

品
目
の
引
き
続
き
再
生
産
」を

可
能
に
す
る
た
め
、予
算
措
置

等
の
万
全
の
対
策
を
講
じ
、国

内
農
業
者
の
体
質
強
化
を
急
ぐ

こ
と
。

2
．国
会
決
議
さ
れ
た
残
留
農

薬
、食
品
添
加
物
、遺
伝
子
組

換
え
食
品
・
種
子
の
規
制
、輸

入
原
材
料
の
原
産
地
表
示
、Ｂ

Ｓ
Ｅ
に
係
る
牛
肉
の
輸
入
措
置

等
、国
民
の
食
の
安
全・安
心
及

び
食
料
の
安
定
生
産
を
確
保
す

る
こ
と
。

　

米
国
ア
ト
ラ
ン
タ
で
の
Ｔ
Ｐ
Ｐ

交
渉
閣
僚
会
合
が
5
日
に
閉
幕

し
、交
渉
参
加
12
カ
国
は
貿
易・

投
資
ル
ー
ル
に
つい
て
大
筋
合
意

し
た
。

　

2
0
1
3
年
4
月
、国
会
は

米
、麦
、牛
肉・豚
肉
、乳
製
品
、

甘
味
資
源
作
物
を
重
要
5
品

目
と
位
置
づ
け
、関
税
を
維
持

す
る
よ
う
決
議
し
た
が
、今
回

の
合
意
は
、想
定
以
上
に
厳
し

い
内
容
で
あ
り
、重
要
5
品
目

を
含
む
農
産
物
の
大
幅
な
市
場

開
放
が
迫
ら
れ
る
こ
と
に
な
る

た
め
、生
産
現
場
は
戸
惑
い
と

不
安
を
隠
し
き
れ
な
い
。

　

安
倍
晋
三
首
相
は
、全
閣
僚

に
よ
る
Ｔ
Ｐ
Ｐ
総
合
対
策
本
部

を
設
け
、「
政
府
全
体
で
責
任

を
も
っ
て
、で
き
る
限
り
の
総

合
的
な
対
策
を
実
施
す
る
」と

語
っ
た
。今
後
、農
産
物
価
格
の

下
落
等
に
よ
る
生
産
意
欲
の
減

退
に
つ
な
が
る
こ
と
な
く
、若
い

奈
良
県
農
業
会
議
が「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交

渉
の
大
筋
合
意
で
国
内
農
業
対
策

の
強
化
を
求
め
る
要
請
」を
実
施

平
成
27
年
度

第
２
回
「
日
本
農
業
技
術
検
定
」
が
実
施

平
成
27
年
度
全
国
農
業
委
員
会
会
長
代
表
者
集
会
が
開
催

　

奈
良
県
農
業
会
議
は
、
農
業
委
員
大
会
で
の
決
議
を
受
け
、
10
月

30
日
に
県
選
出
国
会
議
員
の
先
生
方
に
要
請
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　

要
請
内
容
は
次
の
通
り
で
す
。

「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
の
大
筋
合
意
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　

国
内
農
業
対
策
の
強
化
を
求
め
る
要
請
」
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農
業
会
議
だ
よ
り

《
全
国
農
業
図
書　

新
刊
紹
介
》

◎
こ
こ
が
変
わ
る
！
農
委
、農
地
制
度

Ｑ
＆
Ａ
つ
き
〜
農
地
等
の
利
用
の
最
適
化

の
推
進
へ
〜

　

平
成
28
年
4
月
1
日
の
改
正
農
委
法
、

改
正
農
地
制
度
の
施
行
に
向
け
て
、制
度

改
正
の
趣
旨
と
内
容
の
周
知
が
急
務
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　
「
法
改
正
で
何
が
ど
う
変
わ
る
の
？
」、

「
新
設
さ
れ
る
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委

員
と
、こ
れ
ま
で
の
農
業
委
員
の
役
割
は
ど

う
な
る
の
？
」。そ
の
ポ
イ
ン
ト
を
16
頁
立
て

の
パ
ン
フ
レッ
ト
に
ま
と
め
ま
し
た
。

　

農
業
委
員
会
関
係
者
は
も
ち
ろ
ん
、新

制
度
の
も
と
で
の
農
業
委
員
、農
地
利
用
最

適
化
推
進
委
員
の
候
補
と
な
る
方
々
、と
も

に
地
域
農
業
の
発
展
に
向
け
て
取
り
組
む

農
業
者
の
皆
さ
ん
へ
の
説
明
等
に
広
く
活

用
く
だ
さ
い
。

…
…
…
…
１
１
０
円　

税
込
み・送
料
実
費

◎
活
用
し
よ
う
！
農
地
中
間
管
理
事
業

  

人・農
地
プ
ラ
ン
の
作
成・見
直
し
か
ら
、農

地
中
間
管
理
事
業
の
仕
組
み
、Ｑ
＆
Ａ
、機

構
集
積
協
力
金
の
内
容
の
ほ
か
、イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
通
じ
た
農
業
委
員
会
か
ら
の
農

地
情
報
提
供
ま
で
、わ
か
り
や
す
く
解
説

し
た
パ
ン
フ
レッ
ト
で
す
。

…
…
…
…
１
１
０
円　

税
込
み・送
料
実
費

《
県
農
業
会
議
関
係
会
議
日
程
》

1
月
8
日

・
常
任
会
議
員
会
議

1
月
25
日

・
台
帳
シ
ス
テ
ム（
フ
ェ
ー
ズ
２
）
説
明
会

2
月
1
日

・
常
任
会
議
員
会
議

３
月
２
日

・
常
任
会
議
員
会
議

広
陵
町
農
業
委
員
会 

会
長松

村　

和
親

　

広
陵
町
は
奈
良
盆
地
の
中
西
部
に
位

置
し
、
高
田
川
と
葛
城
川
、
曽
我
川

に
囲
ま
れ
た
水
田
地
帯
、
真
美
ヶ
丘

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の
開
発
に
よ
り
人
口
が

急
増
し
た
西
部
地
域
、
佐
味
田
川
と
高

田
川
に
囲
ま
れ
た
文
化
財
と
自
然
が
豊

か
な
丘
陵
地
に
区
分
さ
れ
ま
す
。

　

農
業
に
つ
い
て
は
、
水
田
で
の
稲
作

が
約
90
％
で
中
心
と
な
っ
て
い
ま
す

が
、
京
阪
神
ま
で
1
時
間
余
り
の
地
域

で
あ
る
こ
と
を
生
か
し
、
都
市
近
郊
農

業
と
し
て
、
消
費
量
が
多
く
、
地
域
特

産
品
で
あ
る
ナ
ス
、
ほ
う
れ
ん
草
や
ネ

ギ
等
が
栽
培
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

近
年
は
地
場
産
業
で
あ
る
靴
下
事
業

者
の
農
業
参
入
を
受
け
、
靴
下
の
素
材

と
し
て
の
綿
花
栽
培
が
新
し
く
行
わ
れ

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

し
か
し
、
広
陵
町
に
お
い
て
も
農
業

を
取
り
巻
く
環
境
は
、
農
家
の
兼
業

化
、
少
子
高
齢
化
に
よ
り
、
次
代
の
担

い
手
が
減
少
す
る
な
ど
、
厳
し
さ
を
増

し
、
今
後
、
耕
作
放
棄
地
の
増
加
が
懸

念
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

ま
た
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
に
お
け
る
農
業

分
野
で
は
、
重
要
5
品
目
の
関
税
引
き

下
げ
や
特
別
枠
の
設
定
な
ど
大
幅
な
市

場
開
放
を
迫
ら
れ
る
内
容
で
合
意
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
農
家

に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
恐
れ
が
あ

り
、
今
後
の
農
業
経
営
の
継
続
に
大
き

な
懸
念
を
覚
え
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

農
業
委
員
会
と
し
て
は
、
農
業
委
員

会
法
の
改
正
に
よ
り
農
地
等
の
利
用
の

最
適
化
が
必
須
業
務
と
し
て
位
置
づ
け

ら
れ
た
こ
と
か
ら
、
一
層
農
地
パ
ト

ロ
ー
ル
を
強
化
し
、
農
地
利
用
の
集
積

化
、
耕
作
放
棄
地
の
発
生
防
止
、
解
消

に
つ
い
て
の
取
組
を
推
進
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
広
陵
町
は
担
い
手
育
成
を
目

的
と
し
た
「
農
業
塾
」
の
開
講
や
奈
良

女
子
大
考
案
の
「
健
楽
農
業
」
へ
の
参

画
な
ど
農
業
に
対
し
て
、
積
極
的
な
取

組
を
し
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
こ

の
よ
う
に
農
業
委
員
会
は
町
行
政
や
、

農
地
中
間
管
理
機
構
等
の
関
係
機
関
と

密
に
連
携
を
と
り
な
が
ら
、
農
業
を
取

り
巻
く
逆
風
を
乗
り
越
え
、
将
来
に
渡

り
食
料
が
安
定
供
給
で
き
る
よ
う
次
世

代
の
担
い
手
を
育
成
し
、
美
し
い
農
地

を
そ
の
担
い
手
た
ち
に
引
き
継
い
で
い

け
る
よ
う
努
力
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

全
国
農
業
新
聞
の
読
者
を
増
や
そ
う

　
　
　
　
　

〜
農
業
委
員
会
と
農
業
・
地
域
と
の
絆
づ
く
り
〜

"農“
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

　

全
国
農
業
新
聞
は
、
農
業
委
員
会
系
統
組
織
の
組
織
情
報
誌
で
、
全
国
農
業
会
議

所
が
発
行
し
て
い
ま
す
。
「
農
業
委
員
会
等
に
関
す
る
法
律
」
の
第
6
条
第
2
項
第

5
号
等
に
基
づ
く
「
農
業
及
び
農
民
に
関
す
る
情
報
提
供
」
活
動
の
ひ
と
つ
で
す
。

　

10
月
29
日
に
開
催
し
た「
奈
良
県
農
業
委
員
大
会
」時
に
は
、農
業
委
員
1
人
2
部

以
上
の
新
規
購
読
申
し
込
み
の
確
保
を
申
し
合
わ
せ
て
い
ま
す
。
全
国
農
業
新
聞
の

読
者
を
増
や
し
、地
域
の
農
業
者
な
ど
へ
の
情
報
提
供
活
動
を
す
す
め
ま
し
ょ
う
。
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